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吉川町地域づくり支援担当吉川町地域づくり支援担当

小松　誠
こまつ 　まこと

光明院　修一
こうみょういん しゅういち

野市町地域づくり支援担当野市町地域づくり支援担当

赤岡町地域づくり支援担当赤岡町地域づくり支援担当

関川　昌彦
せきがわ 　まさひこ

集落支援員の活動報告

■地域支援課　☎57-8503■地域支援課　☎57-8503■地域支援課　☎57-8503

集落支援員とは

地域の実情に詳しい人材で、集落の状況把握、集落点検の実施、住民と住民、
住民と市町村の間での話し合いの促進などを実施する人

この度、１年間という短い期間でしたが、退任することになりました。在任期間中は、
赤岡町の町内会・自治会やまちづくり協議会の皆様に支えていただき、不十分ではあり
ましたが与えられた任期を全うすることができ、皆さま方には本当に感謝しています。
また、各自治会やまちづくり協議会への事業参加をさせていただいたことは、楽しく
良い思い出となりました。赤岡町は高齢化率が非常に高く、近所との繋がりも希薄にな
りつつあり、地域での支え合いが重要になっています。赤岡町の各自治会では、多種多
様な事業で三世代をより大切にした取り組みを推進していますので、きっとすばらし
い「明るいまちづくり」につながることと信じています。　
今後は、皆さま方が赤岡町で楽しく安心して暮らせるよう陰ながら応援しています。
短い間でしたが、たいへんお世話になりました。

毎年２月に、野市地区の町内会の世帯状況調査を行っています。この調査は町内会
の広報配布など、１年間分の報償金振り込みと世帯数の変化を調査するもので、この
町内会の世帯数が自治会や協議会の補助金の基礎数値になる大切な調査です。
３月末の年度替わりに向けて、ひと月前の２月に行っていますが、それぞれの町内

会の変化を垣間見ることができます。野市地区は宅地造成が急激に進んで世帯数は増
加していますが、町内会の加入戸数は減少しています。
転入者の方とお話をさせていただくと、人との関りを煩わしいと思われている方もお

られますが、人との結びつきを求めている方も結構いらっしゃり、その手助け　　　　
をできていることが、加入促進の喜びとなっています。
３年目となりますが、どうぞよろしくお願いいたします。

集落支援員として１年間、吉川町の地域のしおさい祭りなど各行事等に関
わりました。特に運動会は、昨年５チームの参加があり、子どもから高齢の方
まで、和気あいあいと楽しく和やかで、印象に残りました。
この仕事に縁があり幸運にも出会えたことに、また多くの方とご一緒させ
ていただきましたことに感謝いたします。
本年度は２年目になり、よりまちづくり事業に関わることになろうかと思い

ます。いろいろ模索しながら文化事業や地域の行事などのお手伝いができ
ればと思います。よろしくお願いします。
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Shop

今月のクイズ

※当選された方には引換券をお送りします
ので、店舗で注文の際にご利用ください

①答え ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話

番号⑥広報誌への意見・感想を記入し、

ハガキまたはメールでご応募ください。

◆あて先 〒７８１-５２９２　

香南市役所 総務課 秘書広報係まで

　　kouhou@city.kochi-konan.lg.jp

応募方法

◀ＱＲからも応募できます。
※メーカーや機種により表示でき

ない場合もあります

４/15（水）必着締め切り

香南市は市制

○○周年！
（〇に入る数字をお答えください）

お好きなたい焼き
　(１尾)…１０名様

お好きなたい焼き
　(１尾)…１０名様

インスタグラム

赤岡町に店を構えて、もうすぐ１９年になる

元呉服屋さんをDIYでリノベーションした

お店です。 デザイン事務所ですが、小学

生のラブコールでたい焼きも

始めました。 赤岡のまち歩き

を楽しみながら、お気軽に立

ち寄ってくださいね。
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186リレーでつなぐ、あの人この人紹介 186186人この人紹介

　永井　博之さん　　　
（野市町）　　

ながい ひろゆき

前回の吉田真一さんからのご紹介です。
▲五台山（高知市）から望む鏡川
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